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科 目 名 

学校教育相談特論 

科目コード 21P-B2 

 

科目群名 
専門科目 

（学校教育領域） 

Advanced Seminar on School 

Education Counseling 

必修／選択 選択 

教職 小・中・高 

担当教員 土岐 玲奈 単位数 2 

【授業概要】 

本授業の目的は、小・中・高等学校で教諭・養護教諭が中心になって行われている教育相談活動（学

校教育相談）の理論やスキルについて理解することである。教育相談は、単に「児童・生徒が抱える

問題」を改善、解消することを目指すものではない。例えば、学校不適応の問題から学校の在り方や

存在意義を問い直し、その先にある社会的自立の姿まで見通す、広い視野を持つものである。そこで

本授業では、心理学だけでなく、教育学・社会学等の研究動向を分野横断的に取り上げる。 

教育と福祉の連携、学習支援や進路指導、学校内外における協働体制や地域との連携のあり方等、

実践を理解し、研究するための理論を習得する。また、諸外国の実践との比較から、日本の学校教育

相談の特徴や課題、今後の展望について考察する。 

授業では、毎回、受講者の実践や研究関心に応じた発表をもとに、グループに分かれての議論を行い、理

論と実践双方の理解を深める。授業内容については、受講者の関心に応じてある程度重点化、焦点化を行う

が、全体を通して授業計画にある内容を扱う。 

【授業の到達目標】 

本授業は小中高校生に対する効果的な教育相談の実施と、実践研究を行うために必要な理論及び方

法の理解を目標とする。そのために教育相談に関する理論や歴史、諸外国における実践等を幅広く学

び、児童・生徒の心理的、教育的支援、福祉的支援を総合的･統合的に展開する方法等を習得する。 

【授業の形態】 

メディア授業の実施【あり】 

＜授業の特徴＞（主に実施に◎、実施に○を付けてください） 

形態 実施 具体的に実施すること 

講義 ○ 各授業回の議論に必要な知識・情報等について講義 

グループワーク・質疑 ◎ 受講者全員による各授業回テーマの議論 

演習   

プレゼンテーション ◎ 各授業回で受講者による発表 

制作   

その他 

（           ） 
 

 

 

【授業計画】 

回 内  容 

1 ガイダンス 

2 学校教育相談とは何か 

3 カウンセリングの理論と方法 

4 教育とケアの理論 

5 多様な「学校に行かない子ども」 

6 子どもの「居場所」とは何か 

7 学校適応と社会適応、困難を抱える子ども・若者の「自立」 

8 キャリア教育、移行支援、進路指導と、学校制度の国際比較 

9 学校教育と児童・生徒の学び 

10 心理的ケアとしての学習支援 



11 包括的性教育に関する世界の動向と日本の現状、課題 

12 教師のメンタルヘルス 

13 臨床的研究の方法論 

14 当事者研究と当事者性の問題 

15 学校教育相談の理論と実際 

試験 

【履修上にあたっての準備】 

授業内容に関わる受講者自身の体験・経験について整理しておくこと。 

【授業外学修（予習・復習）】 

授業内で決定する課題発表の準備を行うこと。各授業後には、レポート試験を見据え、発表や授業

の内容についてまとめておくこと。 

【評価方法】 

レポート試験（30％）、課題発表とそのまとめの提出（50％）、授業内課題（コメントシート）（20％）

で判定する。 

【教科書】 

なし（必要に応じて資料を配布する） 

【参考図書】 

石川良子(2021)『「ひきこもり」から考える ――〈聴く〉から始める支援論』筑摩書房。 

稲沢公一(2017)『援助関係論入門』有斐閣。 

東畑開人(2019)『居るのはつらいよ－ケアとセラピーについての覚書』医学書院。 

保坂亨(2010)『いま、思春期を問い直す―グレーゾーンにたつ子どもたち』東京大学出版会。 

三井さよ(2018)『はじめてのケア論』有斐閣。 

山崎孝明(2021)『精神分析の歩き方』金剛出版。 

学習指導要領及び解説（小学校・中学校・高等学校）：文部科学省 

 

その他、授業内でも関連図書を紹介する 

 


